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社会的課題の解決と協同組合

地球上の約170万種の動物のうち、虫は100万種以上を占めて、動物の最大勢力となって
いる。虫が多様な進化をとげた一番の要因は短命多産であり、世代交代の速さによって環
境の変化に適応する可能性が増大した。この結果、虫は環境を破壊せずに環境に適応しな
がら進化していくことができた。虫に比べて人の寿命は圧倒的に長く、少産でもある。環
境の変化に適応するのではなく、環境を変え、破壊もしながら、人は繁栄してきた。（注）そ
して、人口増と経済規模の拡大に伴って、環境悪化は加速し、人々の生活や生存をも脅か
すに至っている。地球温暖化等の環境問題は地球規模での課題であり、世界的に問題解決
にむけた取組みが進められている。
環境の変化への適応という意味で、虫に比べて人は不器用な動物である。一方、本号の

２つの論文が取り上げる社会的課題への対応という点ではどうであろうか。
重頭論文は、欧州委員会が、持続可能な投資を促進するために必要となる、何が持続可

能な活動かを分類する「タクソノミー」の範囲を、環境分野だけでなく社会的分野にも拡
張することを目指していることを紹介している。しかし、環境分野のタクソノミーは科学
的基準に基づくことができるが、社会的分野のタクソノミーはそれができないという難し
さがあること、地球規模での共通する課題である環境問題に対して、社会的課題は国、地
域によって異なり、一律の基準設定が難しいということを指摘する。また、EUの動向に
先行して、持続可能な融資に取り組んできたソーシャルバンクに学ぶところが多いという。
その具体例としてあげられた、イタリアの協同組合であるバンカエチカでは、融資申込み
に際しての社会面、環境面での評価が、社会的評価者としての研修を受けたバンカエチカ
の組合員が中心となって行われている。
佐藤論文は、農業における労働力不足という、日本の農業、農村が直面する深刻な課題
に対して、農家と援農者の仲介機関として機能している３つのJAの事例を紹介する。JA
によって果たしている役割は異なるが、農家と援農者の双方の状況を把握し相性をみてマ
ッチングを行う、受入れ時には援農者に作業に真剣に取り組むよう意識づけを行う、援農
者から聞いた受入農家の良い事例をフィードバックするなど、農家と援農者の双方に寄り
添った対応を行って、両者が安心でき満足度の高い環境づくりを支援していることが注目
される。
社会的課題の解決と協同組合との親和性は、協同組合の３つの特性によると考えられる。
第１は、社会的課題の解決を協同組合の事業・活動の目的とできることである。第２は、
その組合員が主体的に社会的課題の解決に参加できることである。第３は、協同組合が、
組合員を通じて、あるいは地域等との関係性を通じて、社会的課題にきめ細かに関わるこ
とができることである。
人は、協同組合という組織を活用することで、個別性の高い社会的課題の解決に向けて、
それぞれに適した対応を行うことが、可能になっていると思われる。
（注）ここまでの記述は、NHK「“虫”地球のもうひとつの主人公」『ヒューマニエンス　40億年のたく
らみ』(初回放映日、2023年６月19日）による。
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